
（小規模保育事業等 参考資料４－２） 
 

※指導計画は食育の内容を含むこと。 

身体的発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」、社会的発達に関する視点「身近な人と気持ちが通じ合う」、精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感性が育つ」 
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・主な行事 

【環境づくり】 

・保健的で安全な落

ち着ける環境づく

り。 

・自然を取り込んだ

環境づくり。 

・子どもの発達を促

す 遊びの 環境を

具体的に示す。 

・子ども自身が興味

を持って関わる遊

具や 玩具を 準備

する。 

・２４時間の生活が安定するように、家庭との連携を密にする。 

・子どもの育ちについての相互理解を深めるとともに、保護 

者との信頼関係を築いていく。 

  

【予想される子ども

の活動】 

・子どもが行うであろ

う活動を予測する。 

・子ども自身が身に

付ける生活と遊び

の内容 

・五感を刺激する遊

び   

・運動機能の発達を

促す遊び 

・スキンシップなど保

育士等とのかかわ

りを楽しむ遊び。 

【配慮・援助】 

・予測される子ども

の姿に保育士等

はどう関わるか。 

・子どもの発想や遊

びの展開を大切

にしながら、楽しさ

や充実感を味わう

には、どんな援助

や配慮が必要か

を考え工夫する。 

・子どもの発達や援助の共通理解と役割分担。 

・長時間にわたる保育や障がいのある子どもの保育などについ

て、具体的な援助や配慮事項。 

・他職種との連携事項を明確にする。 

・健康・安全面において保育士等が配慮

すべき事項。 

・子どもが身に付けることが望ましい

内容や、経験させたい内容。それ

を支えるために保育士等が行う具

体的な関わり方や配慮。 

・食育の内容を含む。 

・全体的な計画に基づき、その

月の自然や社会事象を考

慮して養護と教育のねらい

を設定する。 

・子どもの姿を通して保育を分析し、翌月へ生かしていく。 

・ねらいに沿って、一人一人の子どもをあたたかく受容し、情緒の安定を図ることができ

たか。 

・子どもが興味を持って、自ら動き出すような環境づくりができたか。 

 

 

・子どもの生命を保持し、その情緒の安

定を図るための保育士による援助や

関わり 
 


